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　まだまだ暑さが残る10月3日(土)、八田校区で【認
知症声かけ模擬体験】を実施しました。コロナ禍の中
で昨年より規模を縮小し、感染対策を行いながらの
実施となりましたが、八田公民館やひがしかぜの会、
そして地域住民の皆様のご協力のもと無事に開催す
ることが出来ました。この取り組みは“認知症になって
も安心して暮らせるまちづくり”を目指し、地域におけ
るネットワークを作ることを目的としています。

　まず初めに八田校区の現状や認知症の方への声
かけのアドバイスなどの講義があり、その後実際に地
域に出て声かけの体験をしてもらいます。今回、5人の
方がそれぞれ違った特徴を持つ認知症の方を演じま
した。
　参加者には、行方不明者を捜すことではなく、「声
をかけるときの心構え」を講義でお伝えし、実際体験
してもらうことで、認知症のかたの接し方の理解度を
深めてもらいました。

　また、認知症役を交えたシンポジウムでは、声をか
けた人が対応困難な場合は対応できる所に繋げるこ
とが大事だという意見が参加者から出され、認知症
サポーターの輪を広げていく必要性について話され
たことが印象的でした。
　参加者からは「とても勉強になった」「継続発展し
ていって欲しい企画。参加人員が校区内に広がり、
体験者が多くなれば良いと思う」「対応で困ったとき
に誰かに繋げば良いんだと聞いて安心しました」など
の感想をいただきました。来年以降もこの取り組みが
続き、八田校区全体で認知症の方を支える輪を広げ
ていけるよう取り組みたいと思います。
（たたらリハビリテーション病院　認知症ケア委員会）

安 心 し て 暮 ら せ る

ま ち づ く り

コロナに負けるな

夏 ま つ り で 明 る く
新型コロナウイルス感染症拡大に伴う面会制限で、家族と会えず寂しい思いをしている入院患者さんに、
少しでも元気を取り戻して頂こうと、各病棟で十分な感染対策をおこなった上で「夏まつり」を開催しました。

ヨーヨー釣りに大興奮①
（４階病棟）

ヨーヨー釣りに大興奮②
（４階病棟）

浴衣姿で記念撮影（５階病棟）
＊撮影の時はマスクを外しました

動けなくても、気分はお祭り

お祭りには浴衣！

栄養科手作りの
マンゴープリン

たこ焼き・すいか・スイーツ♡
（６階病棟）

第２回八田校区認知症声かけ模擬体験を実施

＊ひがしかぜの会・・・東区多々良近隣の医療・介護事業所が有志で立ち上げた任意団体。認知症カフェなどの取り組みを共同でおこなっている。

　　《声をかけるときの心構え》
① まずは見守る
② 余裕をもって対応する
③ 声掛けをするときは１人で
④ 後ろから声をかけない
⑤ 相手の目線に合わせて優しい言葉で
⑥ おだやかに、はっきりとした口調で
⑦ 相手の言葉に耳を傾けて敬意を持って
　 対応する＊

当日のスケジュール
開会挨拶　八田公民館陣内館長
「八田校区の高齢化、認知症の現状」
東区保健福祉センター 城保健師
「認知症の方へ実際の声掛けの仕方」
たたらリハビリテーション病院 鈴木OT
オリエンテーション　
声かけ模擬体験
認知症役交えシンポジウム・質問
司会：いきいき八田 兒島氏、東区社会
福祉協議会 石橋氏
八田交番署長よりあいさつ
閉会
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　新型コロナウイルス感染予防対策のため、病院では家族の面会制限が行われています。そのような中、当院緩
和ケア病棟では終末期患者と家族に向き合うとりくみを進めています。
　７月８日付毎日新聞の地域欄「くらしＱプラス」のコーナー (写真)と、７月２９日のＴＶＱ九州放送のニュース番
組「ふくサテ」で、患者・家族のコミュニケーションを模索する当院のとりくみが紹介されました。

　リハビリテーションセンターでは個別リハビリ以外
に、他者との交流や楽しみの活動を目的とした集団リ
ハビリを年間に５～６回実施してきました。しかし、今
年は新型コロナウイルスの影響で感染予防のために
集団で活動することが出来なくなってしまいました。そ
のため、現在は感染予防を行いながら作業の場を提
供できるよう工夫をしながら作品づくりに取り組んで
います。例えば、あさがおの製作では作成手順を書い
たものや道具を机上に置いておき、集団で集まれな
い中で一人ずつ作業に取りかかれるようにしておきま
した。最終的に個々の作品をまとめていくと、たくさん
の人の想いが集まった一つの素敵な作品に仕上

がりました。患者さんから「いろんな色があって綺麗
ですね。」「いくつか重ねてもいいですね。」という感
想が聞かれ、笑顔が見られました。その他にも貼り絵
や塗り絵などの活動を継続中です。
　前のように集団活動が出来るようになるまで、患者
さんの笑顔のためにスタッフがアイデアを出し合い活
動を続けて行きたいと思います。作品はリハビリテー
ションセンター前の掲示板に飾っていますので、新型
コロナウイルスに伴う制限が解除になったら、是非見
に来られて下さい。

み ん な で 季 節 の 作 品 づ く り
緩和ケア病棟のコロナ対応がアイデア出し合い

テレビ・新聞で
紹介されました

７月より当院の緩和ケア病棟に、新しい医師が着任
しましたので、ご紹介いたします。

医師　窪田  歩
くぼた  あゆむ

新 任 医 師 紹 介

産業医科大学　1999年卒
血液内科
長崎県佐世保市
当院に入職前までは鹿児島市で血液内科医をしておりました。
絵を描くこと、おやじギャグ

出身大学
専 門 科
出 身 地
経　　歴
趣　　味

緩和ケア科で
励みます。よろしく
お願い致します。
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